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 論文の構成は、「序論」「第一章 ミャンマーにおける近代ナショナリズムの成立（1930 年以前）」「第














 ナショナリズム運動の第一段階を担った Young Men Buddhist Association (YMBA) は、社会経済の改
善を訴えるために 1906 年に結成された、西洋的なボランティア団体であった。植民地政府に対し忠誠
を示した YMBA は政府の支援を受け、1910 年代にその勢力を大いに伸張した。 1910 年代後半に漸
進主義者が YMBA の指導者になると、ビルマ政府の行政改革を目標に置き、両頭制 を望んだ。1920

















同時に、その主張はすぐには多くの賛同者を引きつけるところまではいかず、All Burma Youths League 
(ABYL)を地方で結成して徐々に勢力の拡大を進めていくなど、一定の成果しか獲得できなかったこと
も明らかにしている。 











 第三章では、1934 年の後半から 1937 年までの活動を丹念に掘り起こし、その性格を明らかにし、
ドバマー・アスィーアヨウンの発展期、第二期と位置づけている。1934 年 10 月に党の執行部が暫定













た。1936 年 6 月党の第二回大会で議長になったタキンレーモウンは独立後に国に Soviet styled の行政


































(3) しかしながら、その党勢は拡大せず、All Burma Youths League (ABYL)の活動をつうじて一部の
地域にのみ支持者を拡大するにとどまったことを指摘した。 
(4) これまでの研究では第 1 巻第 1 号のみの発刊で終わったとされていた党の宣伝紙 DoBamar 




(5)  これら(1)〜(4)の活動を行っていた 1930 年から 1934 年 10 月頃までの時期を、ドバマー・アス
ィーアヨウンの活動の第１期、揺籃期として区分した。 
(6) 中央執行委員会、全ビルマ執行委員会、２度にわたる党大会の開催、党の綱領、憲章の策定な
ど、党組織の整備と党勢の拡大につとめた 1934 年の後半から 1937 年までを、第２期とし、その活
動を丹念に掘り起こして事実を確定していき、党の発展期として区分した。 
(7) タキン指導者たちの行動、インドへの旅行とインド会議派などのナショナリストたちとの交渉
を具体的に跡づけるとともに、1936 年末に構想された党憲章の素案などを検討した結果、左翼思想
への傾倒が強く窺えること、ナショナリズム運動の中ではじめて労働者の組織化を念頭に置いてい
 たことなどを明らかにし、そうした動きの背景にインドでの経験が重要な意味を持っていたことを
指摘し、従来の定説である、1938 年以降の社会主義への傾倒の前史が存在することを明らかにした。 
(8) 党勢の拡大については、農民、労働者の組織化には一定程度の成功を収めるが、後に党の運動
の中核を担うことになる学生については、従来の多くの研究者が説くように 1936 年初頭の第２次学
生ストライキをきっかけとして多くの学生が運動に参加していったとするのは間違いで、1938 年ま
で待たなければならなかったことを明らかにしている。 
(9) 1938 年以降の活動は展望的に述べるに留まっているが、上述の２期に加え全体を４期に分けて
党の活動を理解する見取り図を提示し、従来の説では、無視されるか、1938 年以降のドバマー・ア
スィーアヨウンとは人的にも組織的にも断絶した無縁の存在と理解されがちであった前半期の活動
について、本格的な活動を準備した重要な時期と指摘した。 
 以上のごとく、ドバマー・アスィーアヨウンの活動について、新しい事実を発掘しただけでなく、
その評価について、これまでのナショナリズム運動の歴史を書き換えることにつながる視点をも提示
したという点で、本論文の意義は大きい。しかし、その一方で、審査会でも指摘されたように、以下
のような残された課題もあり、それを解消した上で、ナショナリズム運動の歴史を書き換えるような
画期的な研究の完成を期したい。 
 一つは、残された史料が少なく、また、文書館の公開に一定の制限があるため、限られた史料の中
での分析は致し方ない部分もあるが、特に初期の党勢の拡大、停滞について、具体的な数値が得られ
ていない部分もあり、より一層の史料の発掘の必要性が指摘された。また、一定の成功を収めたと言
われる ABYL の活動がより明らかになれば、ドバマー・アスィーアヨウンの初期の党勢の拡大がなぜ
全国的に広がっていかなかったのかといった問題の解明にもつながるものと思われること。 
 二つは、党の指導部への思想的影響として、インド国民会議派などの活動家との交渉の事実は明ら
かにしたが、それ以外に、植民地の教育制度、ミッションスクールなど、イギリスなど西欧との直接
的、間接的な接触、交渉などの知的交流がどの程度関わっているのかなどについての具体的な分析が
必要であること。 
 三つは、以前の予備論文でも指摘された、ナショナリズム運動への刺激と同時に、植民地体制の一
翼を担っていたインド人というアンビバレントな存在をどのように理解するのか、今回は左翼思想へ
の傾倒への影響という事実を掘り起こしたが、ビルマ人にとっては憎悪の対象でもあり尊敬し頼るべ
き存在でもあるインド人階層が運動の発展、停滞とどう関わっていたのか、より深く事実を掘り起こ
していくことが必要であること。 
 最後に、前半期に光を当てることによって、独自の時期区分を提唱し、運動全体の理解にむけて大
きく前進したが、その分期自体については、やや不明確な部分も残っており、運動方針、組織の拡大、
指導者と一般の構成員、支持者の動きなど、史料的限界もあってその解明には困難を伴うが、より詳
細な事実を明らかにして、時期区分の妥当性を高めていく必要があること。また、今回の論文の対象
ではないが、後半の活動をももう一度史料にもとづいて丹念に跡づけて、全体の運動の発展の歴史を
明らかにしていく必要があること。 
 総じていえば、本論文を主体にして、さらに丹念な史料発掘と事実の解明を行いつつ、対象時期を
後半期まで広げて、ドバマー・アスィーアヨウン全体の歴史を完成させることが求められるが、それ
は、今回の論文の範囲を大きく超えており、次の段階の課題といえる。 
 以上、さらに大きな研究の完成に向けての幾つかの発展的な指摘がなされたが、審査委員全員一致
で、本論文自体は博士論文として十分な水準に達しており、博士の学位にふさわしいものと判定した。 
 
 
 
